
アカミミガメ対策推進プロジェクト 

アカミミガメ対策の目指す方向 

 国外からの導入のストップ 

 「捨てガメ＝ゼロ」と 
         「終生飼養」 

 防除の推進 

 生態系の再生 

 理解の向上 

業者による海外からの輸入がなくなることで、個人等の新規個
体確保がなくなる 

個人が飼養している個体及び業者が保管している個体につい
て、捨てガメ、逸出を防ぐための適正な飼育等が進むことで、野
外への導入がなくなる 

国内の必要な場所において野外個体の防除が進み、アカミミガ
メ個体群が縮小する 

アカミミガメの低密度化、地域根絶により、地域や我が国の生
態系が再生へ向かっていく 

再生された生態系を享受することでアカミミガメ対策を含む外来
種対策の重要性の理解が深まる 

実現に向けた４つのプロジェクト 

◆アカミミガメによる生態系等への悪影響のない（小さい）社会を実現するため、国、地方自治体、民間団体、国  
 民一人一人等が責任を持ち、協力、役割分担の下で防除等を進めることが必要。 
 

◆以下の４つのプロジェクトを進めることで実現を目指す。 

 ◆平成27年度に、事前の調査として、アカミミガメによる生態系影響、全国の生息状況の推計、流通量の   
   調査等を実施する。それらを踏まえ、平成28年度からモデル事業を実施予定。 

調査・計画プロジェクト 

（影響緩和の技術確立と
計画策定） 

アカミミガメの生息状況、悪影響、影響が生じている又は生じやすい地域・
生態系の把握。防除の技術及び体制等について、モデル事業による検討
の上、役割分担等を含めた計画の策定。 

防除プロジェクト 

（野外からの排除） 
調査・計画プロジェクトを踏まえた防除の体制等を構築し、国、自治体、市
民団体、個人等の協力による広域的な防除を推進。  

規制検討プロジェクト 

（段階的な規制） 

十分な周知期間を確保した上で、輸入及び飼養等について、捨てガメが
生じないような段階的な規制を検討。アカミミガメ以外の淡水ガメの規制
についても合わせて検討する。 

３原則プロジェクト 
（終生飼養の推進） 

我が国におけるアカミミガメ飼養のあり方の認識を向上させ、アカミミガメ
野外個体の人為による増加・移動の回避。 

 （※３原則＝入れない、捨てない、拡げない） 

本来の生態系の回復による地域の魅力の向上 

身近な外来生物問題の認識・理解・行動 
地域の魅力の認識・理解・行動 
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